
文字のディジタル表現 演習 

 

１． 任意の場所にテキストファイルを作成する。（ここでは「a.txt）） 

 

２． そのファイルをテキストエディタ「メモ帳」で開き、文字の入力モードを半角英数モードにして「abc」と入

力して、上書き保存する。 

 

３． そのファイルをバイナリエディタ「BZ Editor」で開く。（BZ Editor を起動して、ウィンドウの中にテキ

ストファイルをドラッグする） 

    

    

  



文字コード表どおりになっているか確認する。 

 

４． メモ帳で改行をして、「ABC」と入力する 

 

５． バイナリエディタ「BZ Editor」で新規作成した後、ウィンドウにテキストファイルをドラッグしてもう一

度開く。 

 

文字コード表通りか確認し、 

「abc」と「ABC」の間のコード（0Dと 0A）は何を意味しているか考える。 

  



６． 改行して、入力モードをひらがなにして「ABC」と入力する 

 
名前を付けて保存をして、エンコードを ANSI にしたものを「ansi.txt」、UTF-8 にしたものを

「utf8.txt」とする 

 

７． バイナリエディタで文字コードを確認する。 

（ANSI） 

 

  



（UTF-8） 

 

８． 文字コード表通りになっているか確認する。 

（ANSI） IMEパッドの文字一覧の「シフト JIS」を見る。 

※日本語 Windows で ANSI と呼ばれている Shift_JIS」は、Shift_JIS に Microsoftが独自 

  拡張を加えたもの。本来は CP932という文字コード。 

（UTF-8）  

 



Unicodeの「A」の場所を示すスカラ値は、「FF21」となっているが、 

バイナリエディタを見ると、「EFBCA1」と 3バイトで記録されている。 

 

理由は場所を示すスカラ値を、「UTF-8」の形にして保存してあるからで、 

Aのスカラ値の「FF21」は 

二進数に直すと  1111 1111 0010 0001 

となり、 

これをUTF-8の形にすると、 1110 1111 1011 1100 1010 0001 

 E    F    B    C    A     １ 

１６進数で表記すると、「EFBCA1」となる。 

（参考：https://seiai.ed.jp/sys/text/csd/cf14/c14a070.html） 

 

 

https://seiai.ed.jp/sys/text/csd/cf14/c14a070.html

